
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紐で作ろう！ 

手軽に作れて 本格仕上げ♪ 

令和５年 家庭教育学級 

第 6 回 実践講座 

✿袋に入っているもの✿ 

四つ編みの革紐ストラップ 

作り方 

① 
スタート ナスカンを机の端等に 

テープ等で固定すると 

編みやすいです。 

※練習用で１度練習することで、 

本革紐ではスムーズにできると思います♪ 

※本革紐は、少し硬めで、一度編むとクセが 

フニャフニャとつきますが、少し柔らかくなって 

編みやすくなる場合もあります。 

ナスカンでなくても、 

ご自身でお持ちの 

パーツでも良いです♪ 

裏 裏 
表 表 

A B C D

まず、革紐 2 本をナスカンに通して 

中央で二つ折りにします。 

 

図のように両外側は裏、内側は表を向けます。 

この４本で組んでいきます。 

 

真ん中の２本（B、C）を C が上になるよう交差します。 

交差すると②のようになります。 

※練習用 

スエード調の紐 50.0cm ２本 

スエード調の紐 25.0cm １本 

ナスカン        1 個 
 

※本番用 

本革の紐  45.0cm ２本 

本革の紐 22.5cm １本 

 ナスカン        １個 

所要時間：15 分程度 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

右端 D(★)を下から持っていき、 

A と C の間(▲)から出して、 

表を向けながら C と B の間(●)

に入れます。 

すると③のようになります。 

左端 A(★)を下から持っていき、 

B と D の間(▲)から出して、 

表を向けながらCと Dの間(●)

に入れます。 

すると④のようになります。 

③ 

ここから先は、４本とも表が 

向いた状態となります。 

右端 B(★)を下から持っていき、 

C と A の間(▲)から出して、 

表を向けながらAと Dの間(●)

に入れます。 

すると⑤のようになります。 

④ 

左端 C(★)を下から持っていき、 

B と D の間(▲)から出して、 

表を向けながら A と B の間(●)

に入れます。 

A BC D A BC D C A BD

裏 裏 
表 表 

★ 
★ ★ 

⑤ 

裏 表 表 表 表 表 表 表 

C A B D

★ 

⑥ ②～⑤を繰り返していくと、↓こうなります。 

▲ 

● 

▲ 

▲ 
▲ 

● 
● 

● 

＊⑤の後一度、ぐぐぐっと上へ引き締めます。 

引き締めながら編むと仕上がりがキレイになります。 

＊全て革紐の表が向いている状態か確認します。 

＊②～⑤の通り、一番外側の紐を左右交互に 

内側へ入れるよう編んでいきます。 

本革だと 

ちょっと硬く 

感じます。 

３ｃｍ程残して編み終わり！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜使用例＞ 鍵を付けてキーホルダーにしたり、リュックのファスナーに付けたり･･･ 

編み方を覚えると、ブレスレットやネックレスなども！革紐アクセサリーを楽しみましょう♪ 

⑦ 

曲げます！ 

この部分 

⑧まとめ結び 巻き付けて結びたい部分に、別の紐(短い紐)を 

隙間なくぐぐぐっと巻き付けます。 

下に輪っかを 

作るようにします。 

ぐるぐると巻き付けた 

紐の先端を最初に 

作った輪っかの中に 

通して引っ張ります。 

余分な部分を全て 

ハサミでカットします。 

↑この部分をギュッと持ったまま、 

残りの(短い)紐で巻き付けて結ぶ、 

「まとめ結び」をします。 

出来上がり♪ 

こうなります 

３ｃｍ程残した４本をナスカンの 

リングに通して、中央に曲げます。 


